
平成30年度

　

変
化
が
激
し
く
多
様
化
が
進
む

現
在
の
社
会
で
は
、
自
立
し
て
生

き
る
力
を
高
め
、
お
互
い
を
思
い

や
り
、
と
も
に
支
え
合
う
こ
と
が

で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
社
会
で
活
躍
し
、
輝

き
続
け
る
子
ど
も
た
ち
を
育
む
教

育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
八
雲

町
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

「
八
雲
町
教
育
目
標
」
を
共
通
理

念
と
し
、
平
成
30

年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
「
第
2
期
八
雲
町
総

合
計
画
」
に
基
づ
き
、
教
育
委
員

会
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
学
校

教
育
・
社
会
教
育
の
質
の
向
上
を

図
り
、
生
涯
学
習
の
一
層
の
充
実

を
目
指
し
、
八
雲
町
教
育
の
振
興

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
1
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と

交
流
の
促
進

　

町
内
会
組
織
等
は
、
八
雲
町
自

治
基
本
条
例
に
基
づ
く
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
中

核
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を
通
じ
て
、
町

内
会
と
行
政
が
連
携
し
活
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
展
す
る
中
、
移

住
・
定
住
に
向
け
た
取
り
組
み
は

全
国
的
に
盛
ん
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
町
民
や
関
係
機
関
と
の
連

携
・
協
力
の
も
と
、
町
の
魅
力
を

発
信
し
、
若
い
世
代
の
定
住
に
つ

な
げ
る
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
都
市
住
民
を
受
け
入

れ
、
一
定
期
間
地
域
協
力
活
動
に

従
事
し
て
も
ら
い
、
定
住
・
定
着

を
図
る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
」
を
引
き
続
き
委
嘱
し
て
、
地

域
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
大
学
の
知
恵
と
学
生
の
活
力

を
活
か
し
、
住
民
と
と
も
に
地
域

の
課
題
解
決
や
活
性
化
を
図
る
域

学
連
携
は
、
現
在
、
札
幌
大
谷
大

学
、
北
里
大
学
、
日
本
大
学
と
連

携
し
て
お
り
、
今
後
は
、
上
智
大

学
、
北
海
道
大
学
と
連
携
協
定
の

締
結
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
相
互
の
メ
リ
ッ
ト
を
探
り
な
が

ら
、
学
術
機
関
と
の
連
携
、
交
流

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
2
）
住
民
参
画
の
推
進

　

町
民
主
体
の
自
治
を
実
現
す
る

目
的
で
制
定
し
た
「
八
雲
町
自
治

基
本
条
例
」
の
理
念
と
制
度
を
町

政
運
営
に
し
っ
か
り
と
浸
透
さ

せ
、
情
報
共
有
と
町
民
参
加
を
柱

と
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
協
働
に
対
す
る
意
識
の

向
上
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
浸

透
さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
活
動
団
体
の
連
携
強
化
を

支
援
す
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き

進
め
、
一
人
ひ
と
り
の
町
民
が
大

切
に
さ
れ
る
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
と
し
た
、
第
2
次
八
雲
町

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
具
体
的

な
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
3
）
情
報
・
広
報
体
制
の
充
実

　

今
後
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
の
普
及
に
続
き
、
全
て
の
モ
ノ

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ

情
報
交
換
さ
れ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
時
代
を

迎
え
、
そ
の
基
礎
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
は
、
よ
り
身

近
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
、
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
に
次
ぐ
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
と
位
置
づ
け
、
引
き
続
き

関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
つ

つ
、
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
町
民
と
の
情
報
共
有
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

進
化
を
背
景
と
し
て
、
日
々
変
化

八
雲
の
自
立
を
実
現

す
る
協
働
と
行
財
政

運
営

５
．

す
る
情
報
発
信
の
在
り
方
に
適
切

に
対
応
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
機
能

性
や
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
情

報
共
有
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
町
民
と
ま
ち
づ
く
り

に
関
し
て
意
見
交
換
し
、
意
見
や

提
言
を
得
る
機
会
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

（
4
）
行
財
政
の
強
化

　

行
財
政
経
営
は
、
「
協
働
」
と

「
改
革
」
を
主
軸
に
、
町
民
と
行

政
と
の
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
運
営
に
努
め
、
将
来

に
向
け
持
続
可
能
な
行
政
経
営
に

向
け
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

効
率
的
で
持
続
可
能
な
行
財
政

を
確
立
す
る
た
め
、
八
雲
町
行
財

政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
事
務
事
業

の
見
直
し
な
ど
を
引
き
続
き
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
公
共

施
設
の
配
置
な
ど
の
在
り
方
を
示

し
た
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
基
本
方
針
に
基
づ
く
実
施
計
画

を
策
定
し
、
公
共
施
設
な
ど
の
管

理
・
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
に
向
け
て
策

定
し
た
「
八
雲
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
3
つ

の
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
着

実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
奨
励
事

業
は
、
魅
力
あ
る
特
産
品
の
品
揃

え
に
よ
り
、
目
標
を
大
幅
に
上
回

り
好
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
事

業
の
趣
旨
や
内
容
な
ど
明
確
に
募

集
を
検
討
し
、
引
き
続
き
八
雲
町

の
P
R
と
町
内
経
済
の
活
性
化
、

財
源
確
保
の
観
点
か
ら
、
全
国
に

向
け
発
信
し
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
全
体
的
な
若
返

り
に
伴
い
、
人
材
育
成
の
必
要
性

が
よ
り
高
ま
っ
て
お
り
、
職
員
研

修
を
充
実
し
、
組
織
の
活
性
化
を

図
り
つ
つ
、
職
員
の
資
質
・
能
力

向
上
に
努
め
ま
す
。

（
5
）
広
域
行
政
の
推
進

　

町
で
は
、
長
万
部
町
、
今
金

町
、
せ
た
な
町
と
連
携
協
定
を
締

結
し
北
渡
島
檜
山
4
町
地
域
連
携

事
業
を
中
心
に
、
圏
域
で
の
相
互

補
完
と
役
割
分
担
に
よ
る
連
携
を

推
進
し
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、

道
南
北
部
の
中
心
的
な
自
治
体
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
函
館
市
を
中
心
市
と

し
て
渡
島
檜
山
全
市
町
で
南
北
海

道
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
な
ど
の
連
携
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
平

成
30

年
度
は
、
次
期
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
年
度
で
あ
り
、
圏
域
に

必
要
な
機
能
を
確
保
す
る
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
連
携

を
図
り
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
築
く
教

育
の
充
実
と
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

4
．
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